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4. 低周波音（超低周波音（周波数 20Hz 以下の音波）を含む。） 

(1) 調査結果の概要 

① 低周波音の状況 

a. 現地調査 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査地点 

調査地点は第 8.1.1.3-3 図の 4 地点とした。 

(c) 調査期間 

調査期間は冬季 48 時間の調査の他、秋季 72 時間の調査を追加し以下のとおりとし

た。 

冬季調査：平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～7 日（土）24 時 （48 時間） 

秋季調査：平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～17 日（金）14 時 （72 時間） 

(d) 調査方法 

調査方法は、「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年）

に定められた方法により G 特性音圧レベル及び 1/3 オクターブバンド音圧レベル（中

心周波数 1Hz～80Hz）を測定し、調査結果の整理及び解析を行った。 
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(e) 調査結果 

ｱ. G 特性音圧レベル及び周波数特性調査結果 

G 特性音圧レベルの調査結果は第 8.1.1.4-1 表のとおりである。 

【平成 25 年冬季調査結果】 

G 特性音圧レベルは、1 日毎については、昼間 50～57 デシベル、夜間 45～50 デ

シベル、全日 49～55 デシベルで、2 日間平均で昼間 50～56 デシベル、夜間 45～

49 デシベル、全日 49～54 デシベルであった。 

【平成 29 年秋季調査結果】 

G 特性音圧レベルは、1 日毎については、昼間 48～57 デシベル、夜間 48～60 デ

シベル、全日 48～59 デシベルで、3 日間平均で昼間 49～57 デシベル、夜間 48～

59 デシベル、全日 49～57 デシベルであった。 

いずれの季節、調査地点とも超低周波音を感じる最小音圧レベル（ISO-7196）

である 100 デシベルを大きく下回る。 

また、平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果は第 8.1.1.4-2 表及び第 8.1.1.4-

3 表のとおりである。 

なお、秋季追加調査結果については、1～80Hz に加えて 100～200Hz まで拡張し

て周波数分析を行った。 
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第 8.1.1.4-1 表(1) G 特性音圧レベルの調査結果（LGeq） 

（平成 25 年冬季） 
調査期間：平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～7 日（土）24 時 

（単位：デシベル） 

調査地点 
時間の 
区分 

1 日目 2 日目 
2 日間 
平均値 

超低周波音を感じる 
最小音圧レベル（ISO-

7196） 

A 

昼間 52 54 53 

100 

夜間 45 46 45 

全日 50 53 52 

B 

昼間 53 54 53 

夜間 46 49 48 

全日 51 53 52 

C 

昼間 50 51 50 

夜間 45 48 46 

全日 49 50 49 

D 

昼間 57 54 56 

夜間 47 50 49 

全日 55 53 54 

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に

準拠するものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．   1 日目；［昼間］平成 25 年 12 月 6 日（金）6 時～22 時 

［夜間］平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～6 時、22 時～24 時 

   2 日目；［昼間］平成 25 年 12 月 7 日（土）6 時～22 時 

［夜間］平成 25 年 12 月 7 日（土）0 時～6 時、22 時～24 時 

3．調査地点の記号は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-1 表(2) G 特性音圧レベル調査結果（LGeq） 

（平成 29 年秋季） 
調査期間：平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～17 日（土）14 時 

（単位：デシベル） 

調査地点 
時間の 
区分 

1 日目 2 日目 3 日目 
3 日間 
平均値 

超低周波音を感じる 
最小音圧レベル（ISO-

7196） 

A 

昼間 56  54  54  55  

100 

夜間 52  54  50  52  

全日 55  54  53  54  

B 

昼間 57  57  56  57  

夜間 58  58  52  57  

全日 57  58  55  57  

C 

昼間 48  48  50  49  

夜間 49  48  48  48  

全日 48  48  49  49  

D 

昼間 55  57  52  55  

夜間 60  60  50  59  

全日 58  59  51  57  

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に

準拠するものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．   1 日目；[昼間]平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～22 時、15 日（水）6 時～14 時 

[夜間]平成 29 年 11 月 14 日（火）22 時～15 日（水）6 時 

   2 日目；[昼間]平成 29 年 11 月 15 日（水）14 時～22 時、16 日（木）6 時～14 時 

[夜間]平成 29 年 11 月 15 日（水）22 時～16 日（木）6 時 

   3 日目；[昼間]平成 29 年 11 月 16 日（木）14 時～22 時、17 日（金）6 時～14 時 

[夜間]平成 29 年 11 月 16 日（木）22 時～17 日（金）6 時 

3．調査地点の記号は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-2 表(1) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 25 年冬季：1 日目） 
調査期間（1 日目）：平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～24 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 

調
査
地
点 

A 

昼間 63 62 59 57 55 52 49 45 43 41 39 38 38 38 40 39 40 40 40 41 

夜間 42 40 36 35 33 33 32 32 33 33 34 33 32 31 32 30 30 29 30 27 

全日 61 60 58 55 53 50 47 44 41 40 38 37 37 37 38 38 38 39 39 39 

B 

昼間 57 55 53 51 49 47 44 42 40 39 38 38 39 39 41 42 42 43 42 41 

夜間 46 46 44 42 40 39 38 37 37 36 35 34 33 33 33 31 31 33 31 30 

全日 55 54 52 50 48 45 43 41 39 38 37 37 38 38 39 40 40 41 41 40 

C 

昼間 53 52 49 48 45 43 41 39 37 36 36 37 37 37 38 40 39 37 43 44 

夜間 41 38 35 33 32 33 34 35 34 33 33 32 33 30 29 32 29 29 31 31 

全日 51 50 48 46 43 41 40 38 37 35 35 36 36 35 37 38 37 36 41 43 

D 

昼間 64 62 60 59 57 55 53 50 48 45 43 42 42 42 45 50 50 53 49 49 

夜間 49 45 42 41 40 37 37 37 37 35 36 36 35 32 34 32 36 34 34 32 

全日 62 60 58 57 55 53 51 49 46 43 42 41 41 41 43 48 49 51 48 47 

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠す

るものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（1 日目）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 25 年 12 月 6 日（金）6 時～22 時 

［夜間］平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～6 時、22 時～24 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-2 表(2) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 25 年冬季：2 日目） 
調査期間（2 日目）：平成 25 年 12 月 7 日（土）0 時～24 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 

調
査
地
点 

A 

昼間 67 65 63 61 59 56 53 50 47 45 43 41 40 40 42 42 42 44 42 42 

夜間 43 40 37 34 33 32 31 31 32 33 36 34 33 31 34 32 33 33 34 31 

全日 65 64 62 60 57 54 51 48 45 43 41 39 39 38 41 40 41 43 41 41 

B 

昼間 57 56 54 52 50 48 46 45 44 42 42 41 40 41 42 41 42 42 42 38 

夜間 47 46 45 44 43 42 41 40 40 39 40 37 36 34 36 34 35 35 33 32 

全日 55 54 52 51 49 47 45 44 43 42 41 40 39 40 41 40 40 41 41 37 

C 

昼間 57 55 54 51 49 47 45 42 40 38 40 37 37 36 40 39 38 39 37 35 

夜間 41 39 35 32 31 31 31 30 32 31 34 35 33 29 40 33 32 35 34 32 

全日 56 54 52 50 47 45 43 41 38 36 39 36 36 35 40 38 37 38 36 35 

D 

昼間 61 59 58 56 55 53 50 48 45 43 41 40 43 40 40 42 43 42 45 42 

夜間 41 39 36 34 33 32 32 31 32 33 35 35 39 34 39 36 36 38 36 36 

全日 59 58 56 54 53 51 49 46 43 41 40 39 42 38 40 41 42 41 43 41 

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠す

るものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（2 日目）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 25 年 12 月 7 日（土）6 時～22 時 

［夜間］平成 25 年 12 月 7 日（土）0 時～6 時、22 時～24 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-2 表(3) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 25 年冬季： 2 日間平均） 
調査期間（2 日間）：平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～7 日(土)24 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 

調
査
地
点 

A 

昼間 65 64 62 60 57 54 51 48 45 43 41 40 39 39 41 41 41 43 41 42 

夜間 42 40 36 34 33 32 32 32 33 33 35 33 32 31 33 31 32 32 32 29 

全日 64 62 60 58 56 53 50 46 44 42 40 38 38 37 40 39 40 41 40 40 

B 

昼間 57 55 53 52 50 47 45 44 42 41 41 40 40 40 41 41 42 42 42 40 

夜間 47 46 44 43 42 40 40 39 38 38 38 36 34 34 35 33 33 34 32 31 

全日 55 54 52 50 48 46 44 42 41 40 40 39 39 39 40 40 40 41 41 38 

C 

昼間 56 54 52 50 47 45 43 41 39 37 39 37 37 36 39 40 38 38 41 42 

夜間 41 38 35 33 32 32 33 33 33 32 33 34 33 30 37 32 30 33 33 31 

全日 54 52 51 48 46 44 42 39 38 36 38 36 36 35 39 38 37 37 39 40 

D 

昼間 63 61 59 58 56 54 52 49 47 44 42 41 42 41 43 47 48 50 48 46 

夜間 47 43 40 38 38 36 35 35 35 34 35 35 38 33 37 34 36 36 35 34 

全日 61 59 57 56 54 52 50 48 45 42 41 40 41 40 42 46 46 49 46 45 

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠す

るものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（2 日間）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 25 年 12 月 6 日（金）6 時～22 時、7 日（土）6 時～22 時 

［夜間］平成 25 年 12 月 6 日（土）0 時～6 時、22 時～24 時、7 日（土）0 時～6 時、22 時～24 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-3 表(1) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 29 年秋季：1 日目） 
調査期間（1 日目）：平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～15 日（水）14 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

調
査
地
点 

A 

昼間 72  71  69  68  66  63  59  56  52  49  45  43  41  40  40  40  43  43  41  40  39  40  36  37  

夜間 69  68  66  64  60  57  55  50  48  44  42  40  38  36  36  38  37  36  36  36  34  38  32  31  

全日 71  70  68  67  65  62  58  54  51  48  44  42  40  39  39  40  41  41  40  39  38  39  35  36  

B 

昼間 66  64  62  60  57  56  53  50  47  44  43  42  43  44  45  46  47  47  47  45  43  43  41  40  

夜間 73  71  69  66  64  62  60  57  54  51  48  46  43  42  41  42  43  42  43  43  41  42  41  41  

全日 70  67  66  63  61  59  56  54  51  48  46  43  43  44  44  45  46  46  46  45  42  42  41  41  

C 

昼間 54  53  51  49  47  45  43  40  38  36  37  36  36  33  33  33  32  33  32  33  32  31  30  29  

夜間 57  56  56  54  52  50  47  45  43  41  38  37  35  33  31  31  31  33  32  32  31  31  29  27  

全日 55  55  53  51  49  47  45  42  40  38  37  36  36  33  32  32  32  33  32  32  32  31  30  29  

D 

昼間 65  63  62  60  58  56  55  53  50  48  46  43  41  38  38  39  43  41  40  39  42  36  36  33  

夜間 70  68  67  66  64  63  61  59  57  54  52  49  46  43  40  38  37  35  35  35  34  34  33  32  

全日 67  65  65  63  61  60  58  56  54  51  49  46  43  40  39  39  42  40  39  38  40  35  35  33  

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠する

ものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（1 日目）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～22 時、15 日（水）6 時～14 時 

［夜間］平成 29 年 11 月 14 日（火）22 時～15 日（水）6 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 

  



8.1.1-119 

(425) 

第 8.1.1.4-3 表(2) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 29 年秋季：2 日目） 
調査期間（2 日目）：平成 29 年 11 月 15 日（水）14 時～16 日（木）14 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

調
査
地
点 

A 

昼間 71  69  67  65  63  59  56  53  49  46  43  40  39  37  39  38  43  41  40  40  36  39  34  36  

夜間 72  70  68  66  63  60  57  54  50  46  44  41  38  36  36  36  35  35  35  34  33  37  31  31  

全日 71  69  68  65  63  60  56  53  49  46  43  41  39  37  38  38  42  40  39  39  35  38  34  35  

B 

昼間 69  67  65  63  61  58  55  53  50  47  44  43  43  44  44  46  47  48  47  45  43  43  41  41  

夜間 74  71  69  67  65  63  60  57  55  51  48  46  43  42  42  43  43  42  44  43  42  43  41  42  

全日 71  69  67  65  63  60  58  55  52  49  46  44  43  43  44  45  46  46  47  44  42  43  41  41  

C 

昼間 57  55  53  51  49  48  46  44  41  39  38  36  35  33  32  32  33  33  33  33  31  31  30  27  

夜間 58  56  55  53  52  49  47  44  42  40  38  36  35  33  32  32  32  34  34  33  32  32  31  30  

全日 57  56  54  52  50  49  47  44  42  39  38  36  35  33  32  32  33  33  33  33  32  31  30  28  

D 

昼間 65  65  63  61  59  58  56  54  52  50  48  47  43  41  39  39  40  40  40  38  35  33  33  32  

夜間 71  69  67  66  64  63  61  59  57  55  53  49  46  43  40  38  37  35  35  36  35  34  33  32  

全日 68  67  65  63  62  60  58  57  55  52  50  48  44  42  39  38  39  39  39  38  35  33  33  32  

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠する

ものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（2 日目）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 29 年 11 月 15 日（水）14 時～22 時、16 日（木）6 時～14 時 

［夜間］平成 29 年 11 月 15 日（水）22 時～16 日（木）6 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-3 表(3) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 29 年秋季：3 日目） 
調査期間（3 日目）：平成 29 年 11 月 16 日（木）14 時～17 日（金）14 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

調
査
地
点 

A 

昼間 64  62  60  58  54  50  47  43  41  39  40  40  40  40  42  44  44  44  44  44  42  41  38  46  

夜間 43  41  37  34  33  33  35  34  37  37  39  40  36  37  35  35  34  34  35  33  30  36  27  26  

全日 62  60  58  56  52  48  45  41  40  39  40  40  39  39  40  42  42  42  42  43  40  40  37  44  

B 

昼間 54  52  50  48  45  43  42  40  41  40  42  42  43  44  44  45  47  47  47  46  42  42  40  39  

夜間 44  44  40  36  35  36  37  36  39  40  41  41  37  38  38  41  41  40  43  39  36  38  36  35  

全日 52  50  48  46  43  42  41  39  40  40  41  42  41  42  43  44  45  46  46  44  41  41  39  38  

C 

昼間 48  47  45  42  40  39  38  36  37  36  38  39  37  35  35  36  37  37  37  37  36  34  32  29  

夜間 41  40  35  33  32  32  34  33  34  35  38  38  35  34  30  31  34  37  34  33  34  31  27  23  

全日 47  45  43  41  39  37  37  35  36  36  38  39  37  35  34  35  36  37  36  36  35  34  31  28  

D 

昼間 49  47  45  43  42  41  41  39  39  38  39  40  39  38  39  40  40  41  40  39  36  34  32  30  

夜間 42  40  37  35  35  35  37  35  37  37  39  39  37  34  34  37  41  43  40  37  36  33  30  26  

全日 48  46  43  42  41  40  40  38  38  38  39  40  39  37  38  39  41  42  40  39  36  34  31  29  

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠する

ものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（3 日目）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 29 年 11 月 16 日（木）14 時～22 時、17 日（金）6 時～14 時 

［夜間］平成 29 年 11 月 16 日（木）22 時～17 日（金）6 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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第 8.1.1.4-3 表(4) 平坦特性の 1/3 オクターブバンド分析結果（Leq） 

（平成 29 年秋季：3 日間平均） 
調査期間（3 日間）：平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～17 日（金）14 時 

（単位：デシベル） 

中心周波数

（Hz） 
1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

調
査
地
点 

A 

昼間 70  69  67  65  63  60  56  53  49  46  43  41  40  39  40  41  43  43  42  42  40  40  37  42  

夜間 69  67  65  63  60  57  54  51  47  44  42  40  38  36  35  37  35  35  35  35  33  37  30  30  

全日 70  68  66  65  62  59  56  52  49  45  43  41  39  38  39  40  42  41  40  41  38  39  35  40  

B 

昼間 66  64  62  60  58  55  53  50  47  45  43  42  43  44  44  46  47  47  47  45  43  42  41  40  

夜間 72  69  67  65  63  61  58  55  53  50  47  45  42  41  41  42  42  41  43  42  40  41  40  40  

全日 69  66  65  62  60  58  55  53  50  47  45  43  43  43  43  45  46  46  46  44  42  42  40  40  

C 

昼間 54  53  51  49  47  45  43  41  39  37  38  37  36  34  33  34  35  35  34  35  34  32  31  29  

夜間 56  55  54  52  50  48  46  43  41  39  38  37  35  34  31  32  33  35  33  33  33  32  29  27  

全日 55  54  52  50  48  46  44  42  40  38  38  37  36  34  33  33  34  35  34  34  33  32  30  28  

D 

昼間 63  62  61  59  57  56  54  52  50  47  45  44  42  39  39  39  41  41  40  39  39  35  34  32  

夜間 69  67  65  64  62  61  59  57  55  53  51  47  44  41  39  38  39  40  37  36  35  33  32  31  

全日 66  64  63  61  60  58  56  54  52  50  48  45  43  40  39  39  41  40  39  38  38  34  33  31  

注：1．時間の区分については、「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年環境庁告示第 64 号）に準拠する

ものとし、昼間を 6 時から 22 時、夜間を 22 時から翌 6 時とした。 

2．調査期間中（3 日間）の昼間及び夜間の時間帯は次のとおりである。 

［昼間］平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～22 時、15 日（水）6 時～22 時、16 日（木）6 時～22 時、17

日(金)6 時～14 時 

［夜間］平成 29 年 11 月 14 日（火）22 時～15 日（水）6 時、15 日（水）22 時～16 日（木）6 時、16 日

（木）22 時～17 日（金）6 時 

3．各時間帯の値は、エネルギー平均により算出した。 

4．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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② 地表面及び工作物の状況 

(a) 調査地域 

調査地域は対象事業実施区域及びその周辺とした。 

(b) 調査期間 

調査期間は以下のとおりとした。 

平成 25 年 12 月 6 日 

(c) 調査方法 

調査方法は、音の伝搬の特性を踏まえ、裸地・草地・舗装面等の地表面の状況を現

地踏査により確認した。 

(d) 調査結果 

対象事業実施区域及びその周辺の地表面は、アスファルト、砂利、裸地、草地、樹

木等が混在した状況となっている。 
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(2) 予測及び評価の結果 

① 土地又は工作物の存在及び供用 

a. 施設の稼働 

(a) 環境保全措置 

風力発電施設の稼働に伴う低周波音の影響を低減するため、以下の環境保全措置を

講じる。 

・ 風力発電機の配置位置を可能な限り住宅等集合地域から離隔する。 

・ 風力発電設備の適切な点検・整備を実施し、性能維持に努め、低周波音の原因と

なる異音等の発生を低減する。 

(b) 予 測 

ｱ. 予測地域 

音の伝搬特性を踏まえ、施設の稼働に伴う低周波音の影響を受けるおそれのある

地域として、対象事業実施区域及びその周辺とした。 

ｲ. 予測地点 

対象事業実施区域及びその周辺の 4 地点とした（第 8.1.1.3-3 図）。 

ｳ. 予測対象時期 

全ての風力発電機が定格出力で運転している時期とした。 

ｴ. 予測手法 

点音源の距離減衰式により G 特性音圧レベル及び 1/3 オクターブ音圧レベルを予

測した。 

風力発電施設の稼働に伴う低周波音の予測手順は、第 8.1.1.4-1 図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8.1.1.4-1 図 施設の稼働に伴う低周波音の予測手順 

 

伝搬計算 

予測地点の設定 施設の稼働条件の設定 

施設の稼働に伴う低周波音の予測値 

 

 
G 特性音圧レベル 

1/3 オクターブバンド音圧レベル 

・種類、稼働台数、位置 

・発生低周波音レベル 

・予測地域 

・予測地点位置 

・音の伝搬理論式 
現況値（測定値） 
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(ｱ) 計算式 

全ての風力発電機が同時に稼働するものとし、音の伝搬理論式に従って計算した。 

なお、空気の吸収等による減衰、障壁等の回折による減衰、地表面の影響による

減衰は考慮しないこととした。 

 
𝐿 = 𝑃𝑊𝐿 − 8 − 20 × 𝑙𝑜𝑔10 𝑟 

 

    ［記号］ 

L  ：音源から距離 rにおける低周波音圧レベル（デシベル） 

  PWL  ：音源のパワーレベル（デシベル） 

  r  ：音源からの距離（m） 

 

予測地点における G 特性音圧レベルは、それぞれの風力発電機から発生する G 特

性音圧レベルを計算し、重合することで求められる。 

 

( )10/10/10/
101010log10 21 nLLL

GL +++=   

ここで、 

LG：予測地点における G 特性 

音圧レベル（デシベル） 

Ln：n番目の風力発電機による G 特性音圧レベル（デシベル） 
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(ｲ) 予測条件 

ⅰ 風力発電機の配置及び種類、基数及びパワーレベル 

予測時における音源としての風力発電機は 11 基（準備書記載時 17 基）で、風力

発電機の配置図は第 8.1.1.3-3 図のとおりである。また、風力発電機の仕様は

第 8.1.1.4-4 表、1/3 オクターブバンドレベル毎のパワーレベルは第 8.1.1.4-5 表のと

おりである。 

 

第 8.1.1.4-4 表 風力発電機の仕様（G 特性） 

項 目 
仕 様 

評価書 準備書に記載 

基数 11 基 17 基 

ハブ高さ 72.5m 77m 

G 特性音響パワーレベル 126.7 デシベル 120 デシベル 

 

 

第 8.1.1.4-5 表 1/3 オクターブバンド毎のパワーレベル 

（単位：デシベル） 

 1/3 オクターブバンドレベル（平坦特性） 

中心周波数(Hz) 1 1.25 1.6 2 2.5 3.15 4 5 6.3 8 10 12.5 

評価書 131.2 129.9 128.6 127.3 126 124.7 123.4 122.1 120.8 118.6 112.7 110.9 

準備書に記載 120 119 118 119 118 115 113 112 111 110 109 109 

中心周波数(Hz) 16 20 25 31.5 40 50 63 80 100 125 160 200 

評価書 112.7 114.2 110.3 106.7 106.3 106.3 106 105.6 104.7 107.2 103.7 102.2 

準備書に記載 107 105 104 103 103 103 103 103 － － － － 
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ｵ. 予測結果 

風力発電施設から発生する G 特性音圧レベルの予測結果は第 8.1.1.4-6 表及び

第 8.1.1.4-2 図のとおりである。 

風力発電施設から発生する G 特性音圧レベルの寄与値は対象事業実施区域周辺の

予測地点（地点 A～地点 D）において 64～66 デシベルである。 

また、施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果は第 8.1.1.4-7 表のと

おりである。 

平成 25 年冬季調査結果を基にした施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルは

64～66 デシベルで、現況値からの増加分は 10～19 デシベル、平成 29 年秋季調査結

果を基にした施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルは 64～67 デシベルで、現況

値からの増加分は 8～17 デシベルと予測する。 

いずれの季節及び予測地点も ISO-7196 に示される「超低周波音を感じる最小音圧

レベル」である 100 デシベルを大きく下回る。 

「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（平成 12 年、環境庁）に示される「建

具のがたつきが始まるレベル」との比較結果は第 8.1.1.4-3 図、第 8.1.1.4-5 図、昭和

55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究：超低周波音の生理・心理的影響と

評価に関する研究班報告書『1 低周波音に対する感覚と評価に関する基礎研究』に記

載される「圧迫感・振動感を感じる音圧レベル」との比較結果は第 8.1.1.4-4 図、

第 8.1.1.4-6 図のとおりである。 

いずれの季節及び予測地点においても、風力発電施設からの音圧レベル寄与値は、

超低周波音領域を含む 1/3 オクターブ中心周波数 5Hz～50Hz において「建具のがた

つきが始まるレベル」を大きく下回っており、「圧迫感・振動感を感じる音圧レベル」

については、「気にならない」レベルであると予測する。 

また、参考として 1/3 オクターブ平坦特性音圧レベル予測結果と「物的苦情に関す

る参照値」及び「心身に係る苦情に関する参照値」との比較は第 8.1.1.4-8 表のとお

りである。 
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第 8.1.1.4-6 表 風力発電施設から発生する G 特性音圧レベルの寄与値 
（単位：デシベル） 

予測地点 

風力発電機から発生する 

G 特性音圧レベルの寄与値 

風力発電機と予測地点の 

最近接距離（上位 3 基） 

評価書 
準備書 

に記載 
風力発電機 直達距離(m) 水平距離(m) 

A：敷佐町 64 61 
10 号機 

6 号機 

9 号機 

1,648  

1,714  

1,748  

1,625  

1,696  

1,731  

B：田代町 65 59 
2 号機 

1 号機 

3 号機 

876  

966  

1,190  

833  

933  

1,169  

C：船木町 65 63 
6 号機 

5 号機 

4 号機 

888  

1,127  

1,434  

843  

1,084  

1,405  

D：大川原町 66 61 
7 号機 

8 号機 

9 号機 

653  

857  

983  

594  

809  

945  
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第 8.1.1.4-2 図 風力発電施設から発生する G 特性音圧レベルの寄与値 
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第 8.1.1.4-7 表(1) 施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果 

（平成 25 年冬季 2 日間平均） 
（単位：デシベル） 

予測地点 
時間の 

区分 

G 特性音圧レベル（LGeq） 

現況値 
風力発電施

設寄与値 
予測値 増加分 

超低周波音を感じる 

最小音圧レベル 

（ISO-7196） ①  ② ②－① 

A 

昼間 53 

64 

64 11 

100 

夜間 45 64 19 

全日 52 64 12 

B 

昼間 53 

65 

65 12 

夜間 48 65 17 

全日 52 65 13 

C 

昼間 50 

65 

65 15 

夜間 46 65 19 

全日 49 65 16 

D 

昼間 56 

66 

66 10 

夜間 49 66 17 

全日 54 66 12 

注：1．現況値は 2 日間（48 時間）のエネルギー平均値とした。 

  2．現況値の調査期間は、以下のとおりである。 

平成 25 年 12 月 6 日（金）0 時～7 日（土）24 時 

3．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 

 

第 8.1.1.4-7 表(2) 施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果 

（平成 29 年秋季 3 日間平均） 
  （単位：デシベル） 

予測地点 
時間の 

区分 

G 特性音圧レベル（LGeq） 

現況値 
風力発電施

設寄与値 
予測値 増加分 

超低周波音を感じる 

最小音圧レベル 

（ISO-7196） ①  ② ②－① 

A 

昼間 55  

64 

65 10 

100 

夜間 52  64 12 

全日 54  64 10 

B 

昼間 57  

65 

66 9 

夜間 57  66 9 

全日 57  66 9 

C 

昼間 49  

65 

65 16 

夜間 48  65 17 

全日 49  65 16 

D 

昼間 55  

66 

66 11 

夜間 59  67 8 

全日 57  67 10 

注：1．現況値は 3 日間（72 時間）のエネルギー平均値とした。 

2．現況値の調査期間は、以下のとおりである。 

平成 29 年 11 月 14 日（火）14 時～17 日（金）14 時 

3．調査地点は、第 8.1.1.3-3 図の地点に対応している。 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-3 図(1) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 A：平成 25 年冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 

 

第 8.1.1.4-4 図(1) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（地点 A：平成 25 年冬季全日平均） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-3 図(2) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 B：平成 25 年冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 

 

第 8.1.1.4-4 図(2) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（地点 B：平成 25 年冬季全日平均） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-3 図(3) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 C：平成 25 年冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 

 

第 8.1.1.4-4 図(3) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（地点 C：平成 25 年冬季全日平均） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-3 図(4) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 D：平成 25 年冬季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 

 

第 8.1.1.4-4 図(4) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（地点 D：平成 25 年冬季全日平均） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-5 図(1) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 A：平成 29 年秋季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 

 

第 8.1.1.4-6 図(1) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（地点 A：平成 29 年秋季全日平均） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-5 図(2) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 B：平成 29 年秋季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-5 図(3) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 C：平成 29 年秋季全日平均） 
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（地点 C：平成 29 年秋季全日平均） 
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出典：「低周波音の測定方法に関するマニュアル」（環境庁、平成 12 年） 

 

第 8.1.1.4-5 図(4) 建具のがたつきが始まるレベルとの比較結果 

（地点 D：平成 29 年秋季全日平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：超低周波音の生理・心理的影響と評価に関する研究班報告書 

（昭和 55 年度文部省科学研究費「環境科学」特別研究） 

 

第 8.1.1.4-6 図(4) 圧迫感・振動感を感じる音圧レベルとの比較結果 

（地点 D：平成 29 年秋季全日平均） 
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第 8.1.1.4-8 表(1) 1/3 オクターブ平坦特性音圧レベル予測結果と参照値 

（平成 25 年冬季） 

 
（単位：デシベル） 

項  目 
1/3 オクターブバンド中心周波数（Hz） 

5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 

【地点 A】 

現況音圧レベル(2 日間全平均) 46.3  43.7  41.5  39.9  38.2  37.7  37.4  39.6  39.1  39.6  41.0  39.7  39.9  

風力発電施設寄与値 59.0  57.7  55.5  49.6  47.8  49.6  51.1  47.2  43.6  43.2  43.2  42.9  42.5  

稼動後の音圧レベル 59.2  57.9  55.7  50.0  48.3  49.9  51.3  47.9  44.9  44.8  45.2  44.6  44.4  

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

【地点 B】 

現況音圧レベル(2 日間全平均) 42.4  41.1  40.2  39.8  38.7  38.5  38.8  40.0  39.8  40.3  40.8  40.6  38.4  

風力発電施設寄与値 60.4  59.1  56.9  51.0  49.2  51.0  52.5  48.6  45.0  44.6  44.6  44.3  43.9  

稼動後の音圧レベル 60.5  59.2  57.0  51.3  49.6  51.2  52.7  49.2  46.1  46.0  46.1  45.8  45.0  

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

【地点 C】 

現況音圧レベル(2 日間全平均) 39.4  37.5  35.7  37.5  36.0  35.9  35.0  38.5  38.1  37.0  37.1  39.1  40.3  

風力発電施設寄与値 60.2  58.9  56.7  50.8  49.0  50.8  52.3  48.4  44.8  44.4  44.4  44.1  43.7  

稼動後の音圧レベル 60.2  58.9  56.7  51.0  49.2  50.9  52.4  48.8  45.6  45.1  45.1  45.3  45.3  

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

【地点 D】 

現況音圧レベル(2 日間全平均) 47.6  45.1  42.4  40.9  40.1  41.3  39.7  41.8  45.7  46.3  48.5  45.9  44.8  

風力発電施設寄与値 61.7  60.4  58.2  52.3  50.5  52.3  53.8  49.9  46.3  45.9  45.9  45.6  45.2  

稼動後の音圧レベル 61.9  60.5  58.3  52.6  50.9  52.6  54.0  50.5  49.0  49.1  50.4  48.8  48.0  

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 
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第 8.1.1.4-8 表(2) 1/3 オクターブ平坦特性音圧レベル予測結果と参照値 

（平成 29 年秋季） 

 
（単位：デシベル） 

項  目 
1/3 オクターブバンド中心周波数（Hz） 

5 6.3 8 10 12.5 16 20 25 31.5 40 50 63 80 

【地点 A】 

現況音圧レベル(3 日間全平均) 52.1  48.5  45.3  42.7  40.9  39.4  38.2  39.0  40.2  41.8  41.2  40.4  40.6  

風力発電施設寄与値 59.0  57.7  55.5  49.6  47.8  49.6  51.1  47.2  43.6  43.2  43.2  42.9  42.5  

稼動後の音圧レベル 59.8  58.2  55.9  50.4  48.6  50.0  51.3  47.8  45.2  45.6  45.3  44.8  44.7  

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

【地点 B】 

現況音圧レベル(3 日間全平均) 52.6 49.7 47.0 44.8 43.1 42.5 43.1 43.4 44.8 45.7 46.0 46.1 44.4 

風力発電施設寄与値 60.4 59.1 56.9 51.0 49.2 51.0 52.5 48.6 45.0 44.6 44.6 44.3 43.9 

稼動後の音圧レベル 61.1 59.6 57.3 51.9 50.2 51.6 53.0 49.7 47.9 48.2 48.4 48.3 47.2 

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

【地点 C】 

現況音圧レベル(3 日間全平均) 41.7 39.8 38.0 37.7 37.1 35.8 33.8 32.8 33.4 34.0 35.1 34.0 34.0 

風力発電施設寄与値 60.2 58.9 56.7 50.8 49.0 50.8 52.3 48.4 44.8 44.4 44.4 44.1 43.7 

稼動後の音圧レベル 60.3 59.0 56.8 51.0 49.3 50.9 52.4 48.5 45.1 44.8 44.9 44.5 44.1 

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 

【地点 D】 

現況音圧レベル(3 日間全平均) 54.4 52.3 49.9 47.9 45.4 42.7 40.1 38.8 38.6 40.6 40.3 39.4 38.2 

風力発電施設寄与値 61.7 60.4 58.2 52.3 50.5 52.3 53.8 49.9 46.3 45.9 45.9 45.6 45.2 

稼動後の音圧レベル 62.4 61.0 58.8 53.6 51.7 52.8 54.0 50.2 47.0 47.0 47.0 46.5 46.0 

物的苦情に関する参照値 70 71 72 73 75 77 80 83 87 93 99 － － 

心身に係る苦情に関する参照値 － － － 92 88 83 76 70 64 57 52 47 41 
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(c) 評価の結果 

ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価 

施設の稼働（風力発電機の稼働）に伴う低周波音の影響を低減するための環境保

全措置は、以下のとおりである。 

・ 風力発電機の配置位置を可能な限り住宅等集合地域から離隔する。 

・ 風力発電設備の適切な点検・整備を実施し、性能維持に努め、低周波音の原因と

なる異音等の発生を低減する。 

施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの増加分は、平成 25 年冬季調査結果

を基にした場合 10～19 デシベル、平成 29 年秋季調査結果を基にした場合 8～17 デ

シベルであるが、風力発電施設からの音圧レベル寄与値は全ての予測地点で 1/3 オク

ターブバンド中心周波数 5～50Hz において「建具のがたつきが始まるレベル」を大

きく下回り、1/3 オクターブバンド中心周波数 5～80Hz で「圧迫感・振動感を感じる

音圧レベル」の「気にならない」レベルを下回る。 

以上のことから、上記の環境保全措置を講じることにより、施設の稼働に伴う低

周波音が周辺の生活環境に及ぼす影響はより小さくなると考えられ、実行可能な範

囲内で影響の低減が図られているものと評価する。静穏な地域では風力発電機の寄

与が大きくなることが想定されることから、事後調査を実施することとする。 

 

ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討 

施設の稼働に伴う将来の G 特性音圧レベルの予測結果は、対象事業実施区域周辺

の居住地域等において 64～67 デシベルで、いずれの地点も ISO-7196 に示される「超

低周波音を感じる最小音圧レベル」である 100 デシベルを大きく下回る。 

1/3 オクターブバンド別の予測結果について、全ての予測地点で「建具のがたつき

が始まるレベル」を大きく下回り、また、「圧迫感・振動感を感じる音圧レベル」の

超低周波音（1/3 オクターブバンド中心周波数 20Hz 以下）は「わからない」のレベ

ル、低周波音（1/3 オクターブバンド中心周波数 20～80Hz）は「気にならない」レベ

ルを下回り、いずれも「圧迫感、振動感」を感じる音圧レベルに達していない。 

以上のことから、環境保全の基準等との整合が図られているものと評価する。 


	4. 低周波音（超低周波音（周波数20Hz以下の音波）を含む。）
	(1) 調査結果の概要
	① 低周波音の状況
	a. 現地調査
	(a) 調査地域
	(b) 調査地点
	(c) 調査期間
	(d) 調査方法
	(e) 調査結果
	ｱ. G特性音圧レベル及び周波数特性調査結果



	② 地表面及び工作物の状況
	(a) 調査地域
	(b) 調査期間
	(c) 調査方法
	(d) 調査結果


	(2) 予測及び評価の結果
	① 土地又は工作物の存在及び供用
	a. 施設の稼働
	(a) 環境保全措置
	(b) 予　測
	ｱ. 予測地域
	ｲ. 予測地点
	ｳ. 予測対象時期
	ｴ. 予測手法
	ｵ. 予測結果

	(c) 評価の結果
	ｱ. 環境影響の回避、低減に係る評価
	ｲ. 国又は地方公共団体による基準又は目標との整合性の検討






	cover1: 
	wcover1: 
	cover2: 
	wcover2: 
	cover3: 
	wcover3: 
	cover4: 
	wcover4: 
	cover5: 
	wcover5: 
	cover6: 
	wcover6: 
	cover7: 
	wcover7: 
	cover8: 
	wcover8: 
	cover9: 
	wcover9: 
	cover10: 
	wcover10: 
	cover11: 
	wcover11: 
	cover12: 
	wcover12: 
	cover13: 
	wcover13: 
	cover14: 
	wcover14: 
	cover15: 
	wcover15: 
	cover16: 
	wcover16: 
	cover17: 
	wcover17: 
	cover18: 
	wcover18: 
	cover19: 
	wcover19: 
	cover20: 
	wcover20: 
	cover21: 
	wcover21: 
	cover22: 
	wcover22: 
	cover23: 
	wcover23: 
	cover24: 
	wcover24: 
	cover25: 
	wcover25: 
	cover26: 
	wcover26: 
	cover27: 
	wcover27: 
	cover28: 
	wcover28: 
	cover29: 
	wcover29: 
	cover30: 
	wcover30: 


